
’

癌
■
刀
笥
ー
ヨ
ー
，

「

｝
e
，
　
、

昭和31却5月10日

●

円
1
1
1
咋
．
L
，
劃
噺
塁
｜
才
メ
咋
已
已
碗
．
「
」
・
一
バ
づ
・
ぱ
一
l
j
J
『
－
、
叶
輪
1
1
1
一
6
“
蓼
三
－
賓
4
、

報町占大14第（1）

き
く
　
あ
　
も
　

　　　　　　　　
●

I
　
f
’

4

号14第
」緊
人
吉

行纂
軍

発

所刷印

鹿児島市易居町2番地
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　電冒舌2200香

町民の声募集
．le■‘‘i‘1■●lltit－－1，lts■●1，，1ロ■llmee

朋るく建設的な町民の声を
墓集します。町政の批渕、

竈見希望など何でもよろし
い．住所氏名を朋記し、毎

月25日まで”広報係“へ
送つて下さい。

5月の行事
■■川ll■■lsm■■um■■Mlt■■M“■■1

1日　メーデー
　　総務委員会、赤十字
　　　社創立記念日

2日

3日
5日
8日

10日

13日

18日
2t〕日

2S日

八十八夜、士木委員
会

憲法記念日

子供の日

赤十字平和デー　町

議会
バードデー　愛鳥週
間

母の日

国際親善デー
大相撲夏場所はじま

る

官公署団体協譲会

焦界，査＾？皇ぷ自恕忽想

今月の納税

自轄車荷車税・1

赤
十
字
募
金
は
じ
ま
る

　　　　　　　　　本
　
　
　
　
　
　
　
　
入

群霧
雛
蕪
竃
下
さ
s
ま
し
た
覆
で
聾

勇
菖
墾
を
鐘
で
き
一
ま
す
・

深
ぐ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
ま
克
、
新
緑
の
五
月

を
迎
汎
て
、
赤
十
字
募
金
運

鋤
が
展
開
さ
れ
ま
す
の
で
平

和
な
明
る
く
幸
福
な
社
会
建

設
の
た
め
に
ご
協
力
下
さ
る

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
十
字
社
の
事
業
は
箇
際
的
に
は
在
外

緊
急
災
害
救
助
無
料
巡
回
診
療
其
の
他

い
ろ
ー
、
の
社
会
福
祉
事
業
に
専
▲
し

て
居
り
ま
す
が
本
町
で
も
水
難
救
助
法

の
実
施
さ
ら

に
未
だ
記
憶
も
生
々
し
い

11十
二
号
台
風
に
よ
る
罹
災
者
に
は
早

速
見
舞
品
の
配
付
な
ど
あ
ら
ゆ
る
救
助

の
手
段
と
共
に
災
蟹
暑
の
再
起
に
大
変

灘
泣
遷
ほ
順
の
の
離
鴎
ぴ

一つ
た
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
に
な
ら

1つ
て
教墓
員
会
を
作
る
こ
と
に
な
り

盲曳
．
日
本
の
蕎
に
會
跨
な

町

H
標
一
一
三
、
　
○
○
円

力
に
な
g
’
従
来
み
な
さ
ま
方
が
浄
財
　
一
日
か
N
、
左
配
社
員
制
度
が
新
設
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ま
し
た
の
で
福
祉
事
業
灘
民
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
入
下
さ
る
よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た

l色々
と
出
費
の
多
い
と
き
で
す
が
こ
の
し
ま
す
。

霞
雛
賛
聾
鷲
「
特
針
，

｝・・
よ
う
・
・
秦
い
た
し
ま
す
・
（
・
）
篇
賛
章
三
、
o
o
o

な
お
赤
十
字
社
で
は
社
業
振
興
の
原
動
　
　
　
円
以
上
1
o
、
○
○
円
未
満
）

力
た
る
財
政
の
確
立
を
図
る
た
め
四
月
　
　
（
ロ
）
金
色
特
別
社
員
章
（
一
〇
、

警
の
覆
拳
、
国
内
的
に
塑

総
務
委
員
会
（
五
月
l
日
）

前
の
議
会
で
付
託
さ
れ
た
厚
ケ
瀬
部
落
一

か
ら

の
水
道
改
修
。
支
線
増
設
費
に
対

ず
・
，
媚
助
方
請
願
に
つ
い
て
審
議
、
現
一

戸

翼
・
π
を
し
た
上
、
い
ろ
い
ろ
検
討
し
｝

sl

’
結
興
置
択
†
る
こ
と
に
決
定
。
　
　
一

次
ジ
・
娠
硯
箒
議
中
の
〃
町
営
作
宅
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l

喉
賃
支
ガ
宰
ゴ
を
零
議
、
い
ろ
い
ろ
討

　
　
　
　
　　
掻
〆
結
果
、
現
行
の
二

応
な
、
、
し
、
　
一
剰
川
分

゜

占
協
根　
“

一
大農
　

◎
生
甘
藷
出
荷
優
秀

麓
　
　
　
生
見
　
武
志
　
四
〇
九
l
一
i
〆

安
水
　
　
安
水
　
敏
熊
　
三
八
〇
四
〆

命
苫
　
　
黒
瀬
亀
吉
　
三
三
九
六
〆

◎
菜
種
子
出
荷
優
秀

協
和
　
　
加
塩
　
勝
志
　
　
　
二
〇
俵

塩
屋
二
区
鳥
越
ギ
右
衛
門
　
　
l
九
俵

一命
苫
　
　
永
吉
　
国
艮
　
　
　
一
八
俵

◎
職
貫
表
彰

　
宿

利
原
麦
所
長
　
曇
徳

　
農
支
所
長
　
永
田
政
次

◎
県
表
彰
伝
逮
（
職
員
）

永
年
動
続
功
労
者
　
宿
利
原
　
高
徳

県
ド
農
協
事
勘
競
技
会
優
秀
村
岡
弘

ピ
『
ぎ
袈
札
誇
竪

　
　
　
　
い
司
令
部
の
完
全
な
諒

か
〔
謬
壌
鰭

　
　
　
　
び

　
　
　
　
‥
①
地
域
を
ど
う
す
る

要
パ
か
曇
婁
ど

r
必
ぎ
殼
緯
韻

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
：
；
う
す
る
か
と
い
つ
た

せ
‥

　
　
　
　
い

な
ふ

　
　
　
　
口

ま
：
’
　
も
パ

　
　
　
、
｝
が
願
か
れ
ま
し
た
。

s：II

　
　
　
　
帰

改
“
＋
四
曇
が
解
整

　
　
　
　
岬

の
“

　
　
　　
　
ふ

度
パ

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
コ

　

リ
パ
生
黒

蹴麗
簾
襲
工
雛
講
唖

翫
鱗
鰯
灘
趣
購
縫
蕊
銚
魎

（ハ

℃紹
韻
雛
曇
亙

　
　
　
員
表額
）

一
、

有
効
社
員

（

イ
）
　
（
き
、
8
8

　
　
　
　
以
上
1
o
O
’
　
o
o
O
円
未

　
　
　
　
鴻
）

（
m
）
　
a
甥
N
　
（
1
　
o
o
，
o

　
　
　
　
O
Q
門
以
巳

　
（
ハ
）
法
入
に
お
く
る
有
功
章
（
一

　
　
　
　
〇
〇
、
o
o
o
円
以
上
）

特
別
社
員
有
功
社
貝
共
社
費
の
納
入
は

1時
ま
た
は
数
回
ド
分
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

t
l
i
－
l
‖
l
－
t
口
i
“
t
“
t
－
t
‖
l
l
i
e
i
－
b
－
、
－
t
‖
t
－
V
t
－
e
－
P
l
l
I
‖
i
－
1
t
e
t
●

家
庭
の
放
任

　
　
　
　
　
　

＝
青
少
年

た
A．

S
ま
、
第
十
二
回
一
育
少
年
保
護
育
’

成
運
動
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

符
察
と
し
て
も
「
青
少
年
の
た
め
の
地

域
活
動
の
促
進
」
と
「
冑
少
年
の
環
境

浄
化
を
重
点
に
、
ま
た
関
係
機
関
と
速

絡
し
て
、
冑
少
年
の
補
導
と
、
有
書
環

町議会たより

一を
室
施
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
ひ
ろ
ス
み
な
さ
ま
の
御
協
力
を
お
願

い
す
る
意
味
か
ら
，
最
近
の
少
年
犯
罪

の
あ
り
さ
ま
を
御
参
考
に
供
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
少
年
非
行
の
傾
向

　
少
年
犯
罪
の
あ
り
さ
ま
を
刑
法
犯
検

挙
人
員
に
よ
つ
て
見
る
と

　
　
　
　
、
　
’
■
づ
　
、
　
　
r
ハ
　
L
一
輌
　
巳
　
’
一
、

“

詩
縫
『
耀

敬
雲
し
だ
。

土
木
委
員
会
（
五
パ
ニ

日
）

の
イ、が

良原
イIP因

E：4

gE
し
て
み
る
・
、
覆
ぼ

一名
に
く
ら
べ
、
昨
年
度
は
三
十
二
伶
、

）il十
1
1
1
名
と
減
つ
て
い
ま
す
が
、
犯
罪

r
w
’
　
n
e
し
た
e
c
i
l
p
a
k
s
p
g
e
a
三
罪
の
発
生
藁
》
な
ど
、
g
g
e
g
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

＋
六
年
を
頂
点
と
し
て
、
毎
年
わ
つ
か

な
が
ら

減
少
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
’

昨
年
は
再
び
増
加
を
一
芒
て
お
り
ま
す
「
ら
れ
る
も
の
が
大
部
分
で
、
こ
の
外
に

本
県
の
場
合
で
も
昭
和
二
五
年
の
三
三
も
犯
罪
化
不
良
化
の
お
そ
れ
あ
る
と
み

11111人
が
l
番
多
く
’
そ
れ
か
ら
減
っ
I
ら
れ
る
状
態
、
た
と
え
ば
潔
夜
の
夜
遊

一
逆
に
増
加
し
、
き
も
に
本
年
度
は
性
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
性

犯
罪
な
ど
の
増
加
の
傾
向
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
少
年
犯
願
の
原
因
を

探
つ
て
み
る
と
、
保
履
看
の
放
任
ど
み

境
．
ら
膏
少
年
を
保
護
す
．
霜
．
麗
鍵
鶯
麟
顧
鷺
檀
霧
糞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
手
近
な
閤
L
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
に
く
ら
べ
る
と
大
へ
ん
増
し
て
お
り

昨
年舗
年
に
く
ら
べ
て
畠
巴
増
一
ま
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
l
”
■
U
P
t
N
・
～
＿

道
路
を
き
れ
い
に

　
　
　
　
　

＝
防
災
道
路
愛
識
旬
間
‖

再
建
意

欲

仁
か
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

七

万

円

の

黒

字

大
綴
占
町
農
業
協
同
組
合
で
は
四
月
十
．
降
の
再
建
目
標
な

九
日
、
葉
た
ば
こ
牧
納
所
で
第
八
回
通

鷺
蜻
会
を
開
き
、
三
十
年
度
決
算
、
三

十
一
年
度
の
事
業
針
画
、
牧
支
計
画
な

ど
を
審
麟
し
た
、
同
農
協
は
昨
年
ニ
ニ

oo
万
円
の
赤
字
を
か
A
え
て
’
解
散

寸
6
8
の
状
態
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
、
そ

の
擾
、
組
合
員
、
当
局
者
編
力
し
て
、

既
払
込
出
資
金
を
ぜ
ん
ぷ
赤
手
に
充
当

す
る
な
ど

再
速
に
努
力
し
た
結
果
、
三

＋
1
年
度
末
で
三
七
万
円
の
剰
余
金
を

出
し
、
次
期
繰
越
欠
損
金
を
五
四
三
万

余
円
に
館
小
す
る
こ
N
と
な
ひ
た
も
の

で
あ
る
。
総
会
で
は
こ
の
外
三
一
年
以

加・
て
・
る
こ
と
は
嘗
萎
臥
爲
藷
題
臼
□
雛
黙

か
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　言の
努
で
は
ξ
に
も
で
き
な
い

◎
管
内
の
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ど
、
社
会
の
い
ろ
い
ろ
の
面
に
、
そ

　
大
根
占
薯
管
内
四
力
町
村
の
湖
合
で
「
の
原
因
が
広
v
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を

も

昭
和
二
十
九
年
の
四
十
七
件
l
1
’
－
F
八
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
，
字
t
ハ
p
5
l
－
L
・
唱
　
v
r
t
“
’
．
l
t
．
‘
－
r
ψ
　
r
L
、
ハ
‘
I
輌
．
e
．
　
v
r

鳳
十
木
皐
湾
所
と
防
災
協
会
で
は
、
今
一
△
防
災
道
路
愛
理
旬
閲

鉱
ま
．
例
i
t
i
t
s
　
J
お
り
、
　
「
防
災
遺
路
愛
護
一
　
　
　
五
月
六
日
。
十
五
日

前
の
警
で
付
庇
・
れ
毒
を
次
の
蕎
で
実
施
す
る
垂
△
区
域

地
を
調
五し
、

な
つ
た
。
次
い
で
久
持
線
の
県
遺
編
入

県
遺
改
良
工
事
の
婿
地
費
の
件
、
大
根

占
絶
の鐸
橋
設
鰭
、
し
ゆ
ん
せ
つ
、

航
侮
灯
の
取
付
け
な
ど
に
つ
い
て
県
へ

交
渉
の
結
果
を
委
反
長
か
ら
報
告
、
そ

の
他
自
鋤
車
購
入
の
仲
な
ど
ゲ
審
譲
、

池
田
地
区
出
身
繊
員
か
ら
壱
崎
地
内
の

た
大
橋
部
藩
の
始
韻
を

審
議
、
委
員
全
員
て
現

一
応
採
択
す
る
こ
と
に

に
な

つ
て
、
ま
す
が
、
お
た
が
い
に
利

用
†
ろ
選
ピ
を
よ
く
す
る
た
め
に
町
民

の
后
か
、
を
望
含
」
い
ま
す
。
補
修
作
業
「

の
日
聾
．
ほ
w
已
2
、
翼
か
ら
涌
斑

さ
れ
’
｝
’
す
が
t
と
‘
’
に
次
の
磯
ビ
注
意

し
て
も
ら
い
た
い
き
※
夕
．
」
、
．
ま
す
。

　
　
　
　
管
内
の
県
道
全
部

△
補
修
庄
薬
で
と
く
に
注
意
す
る
こ
と

1
側
溝
や
坂
路
の
水
切
を
整
備
し
、
暗

　
　
　
　
t
■
b
t
く
●
J
i
・
v
－
・
●
－
－
A
・

㎜竃
総
代
選

梁
の
清
掃
、
崩
れ
た
土
を
取
除
く
ご
と

一2
道
路
や
、
側
溝
に
放
置
し
て
あ
る
木

一
賛
土
石
・
チ
リ
・
着
な
ど
を
よ

　
く
取
り
除
く
こ
と
。

3
路
面
の
テ
コ
ポ
コ
を
な
ら
し
、
横
断

　
勾
配
を
正
し
く
整
え
る
。

4
道
路
上
に
か
ぶ
さ
つ
て
い
る
竹
木
や

一　草
は
高
さ
四
米
五
O
ま
で
切
り
は
ら

　
う
こ
と
。

’

l～
・
■
．
●
く
■
・
●
．
～
…
ρ
ハ
・
・
，
．
～
－
．
■
t
ノ

挙

行

わ

町
道
改
良
工
事
の
促
鵡
に
つ
い
て
町
当

局
に

w
w
が
あ
り
馨
．
　
諺
豊
か
ら
そ
れ
ぐ
”
・
五
今
x
百

o
大
櫨
部
落
の
讃
願
∬
部
落
公
田
鱈
の
を
斑
出
し
た
も
の
、
な
お
投
票
系
は
四
1
2

補
修
、
公
道
橋
梁
の
補
修
に
つ
い
て
一
八
％
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
2

　
助
成
方
請
願
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敏
字
は
培
蟻
敬
）
大
根
占
地
区
だ
け
1
0

一四
月
二
十
一
日
行
わ
れ
、
当
選
者
は
s
s
　
r
l
2
1

の
と
お
り
で
あ
つ
た
。
こ
登
夫
馨
万

平
原

栄
次

吉
山

藤
己

牧
田
友
吉

坂
［
呆
二
郎

大
山
静
之
助

票
脇

早
［

そ
れ
原
案

ど
お
鍵
纏
竃

協
中
央
会
石
川
教
育
情
報
室
長
の
講
話

が
あ
つ
た
。
な
お
従
来
1
1
1
O
O
名
の

　組
合
員
で
あ
っ
た
が
、
再
建
出
資
五
〇

一oo
円
以
上
の
組
合
員
で
新
し
く
出
発

一す
る
こ
と

に
な
り
亀
そ
の
結
果
現
在
の

組
合
員
は
五
七
一
名
と
な
つ
て
い
る
o

ま
た
、
総
会
で
組
合
員
、
職
員
の
護
彰

一
も
9
れ
た
が
・
影
を
言
た
人
は

あ
ら
ゆ
る
屠
周
の
人
々
が
、
自
分
の
子

供
の
因
題
は
他
の
子
供
全
孤
に
っ
な
が

る
共
通
の
閤
題
と
し
て
お
た
が
い
の
理

解
の
も
と
に
真
剣
に
話
し
合
つ
て
’
対

策
を
打
ち
立
て
、
ゆ
か
な
け
れ
ば
’
と

う
て
い
解
決
で
き
な
い
閲
題
で
は
な
い

で
し
よ
う
か
o

△
子
供
の
夜
遊
ひ
は
や
め

　
　
ま
し
よ
う
　
　
　
　
　
、

云
映
画
は
よ
く
選
ん
で
み

　
　
ま
し
よ
う

一

△
少
年
の
飲
酒
、
喫
煙
は

　
　
不
良
化
の
も
と
と
な
り

ま
す

　
　
　
　
　
　
　
大
根
占
■
察
署

　
J
　
N
I
“
e
r
　
”
．
r
’
　
n
　
－
●
e
ノ

日
　
子
供
　
の
目

5

世
界
子
供
の
日

冒
母
の
日

　
ロ
セ
ロ
ロ

　
　
児
童
冨
祉
週
間

次
の
通
り
で
す
。

　　　一

等
に

前
田
秀
久
ち
や
ん

＝
赤
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー
ル
終
る
1
1

昭
和
三
十
年
度
の
赤
ち
や
ん
コ
ン
ク
ー

ル
で
審
査
の
結
果
次
の
と
お
り
、
優
良

児
、
準
優
良
児
を
決
定
、
五
月
．
　
日
町

畏
室
e
そ
の
彰
表
式
が
行
わ
れ
た
。

優
良
児

舗量雀1亘

藤修達　武五
彦礼弥実志郎
1　1　2　2　4　5　7　7　8　9　9　10

串警蚕鎧奮脇嬬鑓錨
墨讐鑑蹴漢器鵜
　　1　2　2　4　5　ヱ　7　7　8　9　10

　久岩畢貴北反松落福申川
　保陥7楓島　田ド司岡園越
彦惚鱈濤嚥纏曇

善∋毒＄9藁
竃
ん
竃
ん
黛

前
田

秀
久

勘尖
　
　
鵬

半
ド
石
み
ど
り
昭
「
郎
笹
原

馬
場
　
義
郎
　
保
二
郎
　
京
町

中
間
　
珠
美

次
男
　神
川
中

永
田
み

よ
子
清
　
　
曇

本
釜
　
，
泉
勝
美
神
一
区

箪
優
担
児

赤
ち
や
ん
の
　
お
父
さ
れ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住

所

　
　
　
名
前
　
　
　
名
即

清
水
覇
　
強
　
　
旭
町

馬
込

義
交

吉
元

裕
昌

落
司

和
代

竹
ト
ヨ
リ
子

段
　
良
子

璽
冗
美
貴
子

木
左
貫

朗

上
川
路
櫨
女

竹
下

和
子

　　　　　　　　文三輝満傭良弘英
　　　　　　　伯
郎雄美人哉吉夫　男

’

麓酬麓曽京量離
　　川　　　川　　　＿一

　町申　南町区　原

　
本
町
に
は
じ
め
て

　
　
　
高
等
登
録
豚

大
根
占
町
に
は
じ
め
て
”
高
等
登
録
豚

”
が
で
た
。
想
町
の
東
秀
則
さ
ん
所
有

1一

鷲
詔
財
賠
綜劉
蛤
↓

頭
の
名
で
あ
る
）
五

月
一
百
検
定
が
行
わ

れ
、
み
ご
と
に
合
格

し
た
も
の
、
仔
豚
は

九
匹
お
り
、
五
月
二

口
亡
ち
よ
う
ど
五
〇

日
な
り
、
W
均
体

ha
　
－
l
’

教育委員会
．．．．・．一・．、・．・・．．’・．・”‘・・㌔“・’い’・・”・”・・’♪P‘’・

町
村
の
こ
と
を
代
行
し
て
も
ら
つ
て
い
一

ま
す
。

そ
の
外
に
教
育
委
員
会
を
置
く
こ
と
は

「
市
町
村
長
と
市
町
打
議
会
だ
け
で
は
信

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
中
央
に
も
内
閣
の
外

一
に
国
民
が
選
挙
し
た
教
育
内
閣
G
も
作

一N
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
お
か
し

　な
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

懲騰
讃
鞭
灘
議
難
麟
議
饅
眼
織

・
と竃
さ
　
四
　
聾
讐
竃

委
員
会
は
廃
止
し
た
尤
が
よ
い
と
答
申

し
て
t
－
ま
す
。

七
’
市
町
村
住
民
の
幸
福
の
た
め
に
。

　
市
町
村
住
民
の
幸
禍
の
た
め
の
市
町

村
の
仕
事
は
、
義
務
教
育
、
鳶
孝
開
発

治
山
治
水
、
遣
路
橋
梁
、
上
ド
水
遭
、

生
活
改
善
、
消
防
施
識
等
市
町
村
住
民

の
生
活
の
す
べ
て
に
わ
た
つ
て
お
り
ま

ず
N
ん
な
に
必
要
な
仕
事
が
あ
つ
て
も

一方
、
市
町
村
佳
民
に
か
け
る
税
金
の

タ
カ
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

凛
に
警
警
会
警
壕
な
い
方
I
e
t
－
s
t
；
s
A
J
反
対
藷
を
や
つ
て
藷
学
竃
て
る

市
町
村
は
ぎ
て
も
習
ま
す
・
と
こ
ろ
が
三
震
の
今
日
水
薯
つ
く
愛
い
つ
た
必
篭
あ
り

さ

れ
、
曇
・
そ
・
で
あ
つ
た
の
で
課
は
学
校
を
作
つ
襲
窪
上
下

粥鞍
穴
鷲
静
騨
縫
纏
遁
雛
醒
計
藷
鯵
解
竃
詫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
t
他
の
仕
事
を
や
ら
せ
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
も
今
の
ま
A
で
よ
い
と
云
つ
て
い
る
の

ge和
l
　
1
十
七
年
十
一

月

百
か
ら
全
鍾
・
ま
す
。

な・
ま
し
た
た
め
、
玉
習
ま
す
．
こ
れ
箋
の
方
・
が
う
市
爵
亀
る
と
い
’
つ
こ
と
手
．

市
町
村
に
数
胃
委
員

会
を
謄
か
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

二
、
日
本
と
ア
メ
リ

カ
で
は
実
状
が
違

　
つ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
で
は
県
’

市
、
村
の
外
に
学
校

の
こ
と
は
学
校
区
と

い
う
の
が
別
に
あ
つ

て
、
古
く
か
ら
別
に

仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
の
で
、
学
校
区
の

仕
事
を
す
る
機
障
が
必
要
な
の
で
あ
り

ま
す
。

し
か
し
日
本
で
は
明
治
五
年
学
制
頒
布

し
か
し
教
育
委
員
会
制
度
は
改
正
し
な

け
れ
ば
危
ら
な
い
と
い
う
意
見
を
も
っ

て
い
る
学
者
も
多
数
お
ら
れ
る
の
で
あ

り
ま
す
。

五
、
市
町
村
の
仕
事
が
複
震
で
あ
る
。

　
教
育
の
ご
と
は
市
町
村
で
は
重
要
な

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
学
校
の
こ

と
で
も
金
が
か
A
る
も
の
は
五
入
の
教

育
委
員
で
決
め
て
’
市
町
村
長
に
相
談

し
、
更
に
市
町
村
腕
套
に
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な

S
の
で
あ
り
ま
す
e

市
町
村
佳
民
が
学
校
の
こ
と
で
ゃ
つ
て

も
ら
い
た
い
こ
と
が
あ
る
と
諸
員
に
頼

ん
だ
り
、
教
育
委
員
に
話
を
し
た
り
。

市
町
村
長
に
相
談
す
る
と
い
つ
た
面
倒

　が実
際
簡
題
と
し
て
起
る
の
で
あ
り
ま

諺
警
餐
と
市
薯
長
と
市
u
a
e

市
町

村
の
実
状
を
知
ら
な
S
か
ら
で
あ
霞
馨
饗
い
教
育

穀
蟻
難
繍
鷹
旦
鰭
礁
霞
鑓
び
籠
グ

　
　
コ
　
ロ
も
エ
の
オ
コ
コ
コ
の
　
　

ま
る
ま
る
肥
惚
て
い
る
t
な
お
シ
ラ
ウ
一
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

二
十
九
年
五
月
十
八
日
生
れ
、
産
地
は
一

覇
翼
‥
譲
薦
財
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　一

四
月
l
日
か
ら
、
旧
軍
人
、
軍
属
で
’

八
、
地
方
教
育
行
政
の
組
識
及
還
営
に

関
す
る
建
案

こ
れ
ま
で
の
教
冑
委
員
会
に
あ
っ
た
欠

点
を
減
ら
し
て
、
市
町
村
の
教
育
行
政

一が
能
率
的
に
、
円
満
に
、
経
済
的
に
行

v
よ
う
に
と
改
正
さ
れ
る
の
が
ご
の
法

律
案
で
あ
り
ま
す
。
教
育
蓉
員
の
選
挙

を
や
め
て
、
市
町
村
作
民
が
選
挙
で
選

ん
だ
市
町
村
長
が
市
町
村
佳
民
の
選
挙

に
よ
つ
て
決
め
た
｛
町
村
議
会
の
同
意

を
得
て
、
そ
の
市
町
村
の
中
か
ら
ぜ
ひ

な
つ
て
欲
し
い
と
い
う
よ
う
な
人
を
選

ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
っ

教
脅
予
算
は
市
町
村
長
が
教
育
委
員
の

話
を
よ
く
聞
い
て
案
を
作
り
、
市
町
村

議
会
に
か
け
て
決
め
る
と
い
つ
た
合
理

的
な
行
き
方
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
全

国

町

村

会

　
　
　
　
　
鹿
児
島
県
町
村
会

メ
ー
ウ
シ
ヤ
マ
ー
フ
ヂ
ハ
ナ
号
は
昭
和
一
1
：
ニ
ー
：
…
ー
…
ー
°
…
ー
°
…
ー
…
…
1
：
…
ー
…
i
－
p
t
…
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－
－
d
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－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
職
傷
病
者
等
の
日
本
国
有
鉄
道
無
賃
粟
車
等
に

d
ヰ
ロ
で一

さ
ん
）

「

あ
つ
た
戦
傷
病
者
に
対
し
、
園
鉄
無
賃

乗
車
券
が
、
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
左
記
に
該
当
す
る
人
が
、
貰

え
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
人
は
、
五
月

中
に
、
戦
傷
病
者
証
明
書
焚
付
申
請
書

を
提
出
し
て
下
さ
S
。

　
　
　
　
記

◎
貰
え
る
も
の
の
条
件

　

①
旧
軍
人
、
電
属
（
判
任
交
官
以
上

　
　
の
も
の
）
の
場
分
を
有
す
る
こ
と

　
②
現
在
第
五
欺
症
以
上
、
特
別
項
症

　
　
迄
の
症
状
に
よ
り
、
増
加
恩
給
、

　
　
傷
病
年
金
を
受
け
て
い
る
も
の
。

⑨
傷
病
年
金
を
貰
ふ
資
格
が
あ
つ
た

　
　
老
で
、
附
則
第
二
十
ご
条
の
規
定

　
　
に
よ
る
、
傷
病
賜
金
の
裁
定
を
受

　
　
け
た
も
の
。

④
右
の
外
、
特
別
項
症
か
ら
、
第
二

　
　
項
症
ま
で
の
戦
傷
病
者
の
介
護
の

　
　
た
め
同
行
者
を
必
要
と
す
る
場
合

　
　
の
、
介
護
者
（
一
人
に
限
る
）

o
こ
の
申
請
に
つ
い
て
v
わ
し
い
ご
と

　
は
役
場
民
生
係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

こ
の
ほ
か
く
わ
し
い
こ
と
は
、
総
勃
課

民
生
係
に
ご
相
談
下
さ
S
e

v

ス

レ

．

d

（
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実
生
活
向
上
に
重
点

3
1
年
度
計
画
決
る

町
公
民
館
で
は
別
己
の
通
り
十
氏
を
i
底

昭
和
三
＋
年
度
の
公
民
館
魂
惜
審
譲
会
一
6
、
説
轡
運
動
の
展
間

貧
ど
し
て
決
e
姦
そ
の
竺
週
○
管
の
お
も
な
墓
差

箋
藷
月
三
古
霧
蒔
か
堕
五
月

聞
催
、
新
年
度
努
力
目
標
と
行
事
計
田
一
新
些
活
運
動
指
導
者
研
修
会
、
婦
人
会

を
次
の
遁
り
決
定
、
強
力
な
推
進
を
は
一
指
導
者
研
膠
会
、
腎
年
指
導
者
伝
逮
購

か
る
こ

と
に
決
め
た
．
　
　
看
、
婦
▲
酪
講
、
餐
煙
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

と

く
に
本
年
膿
の
年
間
事
藁
計
画
編
成

上
蛍
思
し
た
点
は

　
一
、
経
済
の
自
立
　
生
産
公
民
館

　
I
I
、
生
活
の
向
上
生
活
公
民
館

　
三
、
教
養
の
充
実
・
教
養
公
民
館

の
三
点
で
あ
つ
て
此
の
基
本
的
考
え
方

に
ょ
っ
て
今
年
度
の
努
力
巨
標
を
次
の

六
項
に
し
ぼ
り
重
点
的
に
こ
れ
の
積
極

的
な
推
進
を
は
か
る
こ
と
に
な
つ
た
。

○
努
力
口
標

1
、
育
年
学
級
、
婦
人
学
級
の
振
興

2
、
降
業
振
興
と
グ
ル
ー
プ
の
育
成

3
、
新
牛
活
運
動
の
強
力
な
推
進

4
、
柳
聴
覧
教
育
の
振
興

5
、
各
種
団
体
官
公
署
の
辿
絡
協
調
徹

蓉
秋
二
回
の
彼
岸
を
申
心
と
す
ろ
季
節

け
、
昔
か
ら
結
婚
の
シ
ー
ズ
ン
と
云
は

れ
一
4
1
叩
で
一
番
出
害
の
神
様
が
御
活

のために
民館結婚のおす、め

＿■⌒一＿字m－■一一一一一■一一一一一一一

祀幅さるれ

≡おい二
人
公若お

座
、
春
の
レ
ク
レ
ー
シ
ヨ
ン

六
月
冑
年
学
級
運
営
に
つ
い
て
話
し
合
い
。

七
月
水
上
安
全
講
習
、
農
協
婦
人
部
結
成
啓

蒙
、
図
奮
寄
贈
運
動
、
冑
年
学
級
始
業

八
月
夏
期
農
業
講
座
　
璽
園
芸
講
座
、
嫁

と
姑
と
語
る
会

脅経
済
講
演
会
、
婦
人
と
冑
年
と
語
る
会

敬
老
会
、
青
年
団
体
育
大
会

＋
月
新
生
活
運
動
研
修
会
、
受
胎
鯛
節
講
習

会
、
青
年
指
導
者
研
修
会

躍
に
な
る
有

難
い
時
期
と

さ

れ
て
い
ま

す
，
今
什
の

春
も
晩
春
と

な
り
お
そ
す

ぎ
た
感
が
あ

り
ま
す
が
ど

う
せ
秋
が
来

る
し

来
年
の

春
も
来
る
こ

と
に
間
違
い

な
い
し
、
ま

た
っ
い
鰻
近

茜
月
二
＋

五
日
）
城
元

の
山
の
川
光

＋
I
月

交
化
同
好
会
結
成
、
文
化
講
演
会
、
婦

人
指
導
者
研
修
会

＋
l
l
月
　
　
　
．

新
生
活
運
動
協
議
会
、
校
区
別
婦
人
生

活
合
理
化
体
験
発
表
会
、
校
区
別
青
年

距
業
振
興
体
験
発
表
会
（
い
つ
れ
も
町

大
会
は
一
月
）

一月
グ
ル
ー
プ
活
動
発
表
会
、
時
事
講
演
会

園
芸
講
座
（
窓
そ
さ
い
）

齪
曇
蓉

＝
胃
優
農
部
落
公
民
館
表
彰
、
冑
年
、
婦
入

単級
終
了
式
、
優
良
部
落
婦
人
会
表
彰

先
進
地
柳
察
、
社
会
教
育
反
省
会

こ
と
1
存
じ
ま
す
。

み
な
K
ま
既
に
御
承
知
の
通
∬
公
民
館

で
は
早
ぐ
か
ら
公
民
館
結
娼
式
蜴
を
提

供
し

て
新
生
活
運
動
の
線
に
副
ふ
結
婚

簡
素
化
を
提
唱
し
て
来
た
の
で
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
利
用
率
は
極
め
て
低
く
挙

式
利
用
は
散
発
的
で
も
こ
と
に
不
振
を

極
め
て
居
た
の
で
あ
s
ま
す
が
そ
の
原

因
を
翻
査
検
討
し
て
見
豪
し
た
結
果

1
施
設
の
貧
弱

　
2
地
域
的
偏
在

　
3
一
贈
弔
あ
ま
り
人
に
見
え
す
ぎ
る

と

云
ふ
結
果
が
出
ま
し
た
の
で
早
速
検

討
を
加
え
て
左
記
計
画
書
の
通
り
改
善

致
し
ま
し
た
。

そ
の
後
三
回
式
を
挙
げ
ま
し
た
が
そ
れ

ぞ
れ
利
用
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
叉
き

ま
し
た
。
　
　
．

　
本
年
度
の
町
婦
人
会
長
に
選
ば
れ
て
ど
う
引
き
よ
せ
る
か
と
云
う
皐
ば
か
り

か
ら
第
一
心
に
か
Σ
る
の
は
婦
人
大
会
に
気
を
配
つ
て
来
た
レ
ク
リ
エ
ー
ン
ヨ

の
事
で
あ
つ
た
。
し
か
し
大
会
は
役
鼠
ン
で
も
面
白
く
し
た
ら
出
席
し
て
も
ら

の
方
力
公
因
館
、
会
員
の
み
な
さ
ま
方
え
る
か
、
菓
子
で
も
食
べ
さ
せ
た
ら
出

の
御
協
力
に
よ
つ
て
思
つ
た
よ
り
や
さ
席
し
て
貰
え
る
か
ど
う
運
営
し
た
ら
出

し
く
す
き
せ
る
ご
と
が
出
来
N
。
快
い
席
し
て
貰
え
る
か
と
会
員
の
心
を
集
め

み
な
さ
ま
の
御
協
力
に
感
謝
す
る
と
と
る
事
ば
か
り
に
心
を
使
つ
て
来
た
。
け

も
に
ぜ
ひ
今
後
も
か
く
あ
つ
て
欲
し
い
れ
ど
も
う
す
へ
て
の
婦
人
に
認
諏
し
て

と
一
重
に
お
願
い
す
る
。
み
な
さ
ま
の

御
協
力
に
ょ

つ
て
還
営
さ
れ
る
婦
人
会
　
　
　
　
　
t

で
あ
る
か
ら
余
り
心
配
せ
ず
ぜ
ひ
と
も
　
．

代
り
あ
つ
て
役
員
に
出
て
頂
き
た
い
と
　
　
　
＾

お
進
め
す
る
。
戦
後
人
々
の
心
は
離
れ

離
れ
に
な
つ
て
婦
人
会
も
其
の
進
む
方
　
　
　
ー

向
が
分
ら
な
く
な
つ
た
。
敗
戦
の
シ
ヨ
し
て
止
し
い
考
え
、
正
し
い
判
断
力
を

ツ
ク
は
余
り
に
も
大
き
く
十
年
後
の
今
持
つ
よ
う
に
な
つ
て
、
子
供
を
教
育
し

頂
き
た
い
。
ど
う
し
て
も
婦
人
が
勉
強
協
議
小
項
と
し
て
、

て
下
さ
る
よ
う
に
心
か
ら
お
願
い
す
る

　
＝
＝
u
t
s
婦
人
大
会
に
出

　
　
　
席
し
て
＝
　
°

四
月

三
十
日
県
の
婦
人
大
会
が
あ
り
出

席
さ
せ
て
頂
い
た
。
県
大
会
に
先
立
つ

て
町
大
会
を
し
て
し
ま
つ
た
け
れ
ど
其

の
力
針
は
入
差
な
か
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
三
、
会
則
の
改

騙杢

嚢覆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
の
講
演
を
き
い
た
。

す
る
と

力
強
い
お
貫
葉
て
あ
っ
4
e
こ

主
私
は
莞
褒
の
警
さ
ん
褒
新
役
．
貝
氏
名
左
の
通
り
．

人
さ
ん
方
も
部
落
会
の
あ
る
時
等
は
一

部
落
民
と
し
て
出
席
し
て
真
剣
に
入
衆

の
聞
を
声
い
て
い
た
∨
き
大
衆
の
声
を

政
治
に
反
映
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
つ

た
。
次
に
婦
人
会
館
を
作
つ
た
ら
と
云

う
動
議
も
出
た
が
具
体
的
な
所
ま
て
協

議
す
る
時
聞
が
無
か
つ
た
。
午
ぱ
は
役

会轡 裂会

計記長長
山
元
ひ
で

愛
甲
充

岩
元
そ
で

山
元
た
け
の

’

縫
嶽講灘
麟
轟
籠
齢
齢
三
月
k
j
p
a
．
r
e
l
s
K
．
の
よ
う
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
気
を
つ
け
な
D
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
o

は
絶
体
に
見
ら
れ
な
い
。
み
ん
な
当
然

の
事
の
よ
う
に
し
て
お
受
け
に
な
る
。

町
、
校
区
、
部
落
と
も
み
ん
な
、
此
の

意
気
で
選
ば
れ
た
者
は
出
る
の
が
当
り

t
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な
お
町
婦
人
会
並
に
公
民
館
で
は
恒

例
ピ
よ
り
昭
和
三
十
一
年
度
各
部
落
校

一
区
町
の
没
鼠
の
指
導
者
研
修
会
を
開
く

予
定
で
あ
る
そ
ろく
農
繁
期
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
が
あ
つ
た
。
叉
売
暮
禁
止
法
の
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
い
今
日
せ
め
て
風
紀
取
締
条
例
の
陳

・
・
な
萎
し
た
饗
曇
わ
社
会
を
浄
化
・
て
行
・
力
と
な
・
な
け
曇
・
こ
・
に
決
足
・
た
．
曇
前
ど
云
う
位
の
気
軽
な
気
持
に
な
つ
て
＝

建
設
の
一
環
と
し
て
真
剣
に
考
え
る
可

き
簡
題
で
あ
る
町
公
民
館
に
於
い
て
は

つ
と

に
之
が
推
進
に
力
を
致
し
て
来
た

が
更
に
深
く
検
討
し
て
公
民
館
績
婚
式

を
改
善
し
て
大
衆
化
に
勉
め
た
S
o

二
、
式
場
の
指
定

町
内
の
希
望
藁
者
を
指
定
す
る
o

三
、
挙
藝
安
領

当
事
者
の
自
由
意
志
に
依
り
行
ふ
も
式

次
第
の
運
営
は
公
民
館
結
婚
式
の
方
式

に
依
砂
進
行
す
る
。

（申
込
み
は
準
備
の
都
合
上
挙
式
一
週

世
の
璽
男
藷
霊
髪
兄
の
豊
闘
に
行
い
公
爵
と
打
合
せ
る
）

則
氏
・
堂
畠
で
あ
り
ま
す
の
で
1
g
1
代
の
天

雛
翼
籠
露
語
料
理
区
分

鷲
鎚
詰
璽
竃
襲
前
聾

所璽
の
竃
礼
の
議
堕

翼
丁
ひ
e
s
げ
る
次
箋
り
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

き

ま
し
た
の
て
之
を
世
の
膏
年
男
藷
＝

公
民
館
結
婚
式
碧
曽
肝
画

，

趣
旨

氏
に
公
楠
し
て
公
民
館
結
娼
式
の
御
利
結
婚
式
の
改
善
含
理
化
を
図
り
経
済
自
一

用
方
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
意
義
あ
る
立
の
資
と
し
て
活
用
す
る
事
は
翌
活

体験配1

公
民
館
で
結
婚
式
を
し
て

松
竹梅
の
一
ご
種
と
す

公
民
館
結
婚
式
が
新
生
活
運
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
大
変
よ
い
と
云
う
事
は

聞
い
て
い
ま
し
た
が
実
際
に
ぶ
つ
つ
か

っ
て
見
た
の
は
今
度
が
初
め
て
で
し
た

　
そ
れ
は
四
男
の
結
婚
式
を
す
る
こ
と

に
成
つ
た
か
ら
で
す
。

　
式
の
三
日
前
に
挙
式
の
こ
と
を
町
公

民
館
に
申
込
ん
だ
。
ま
え
も
つ
て
我
が

家
で
は
何
に
も
準
備
す
る
こ
と
も
な
V

ほ
ん
と

に
結
婚
式
当
目
の
前
日
迄
は
伺

の
こ
と
な
く
野
良
仕
事
に
出
て
い
ま
し

た
、
叉
結
婚
式
当
日
も
式
の
初
ま
る
一

時
間
前
迄
肋
い
て
か
ら
家
に
帰
り
手
足

を
洗
つ
て
式
場
で
あ
る
竹
宮
籏
館
に
出

か
り
ま
し
た
。

　
式
場
で
の
並
び
方
や
順
序
等
は
す
べ

て
公
民
館
の
蜜
記
の
方
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
が
親
切
で
少
し
も
い
や
な
思

い
も
せ
す
準
備
が
出
来
ま
し
た
。

　
料
理
は
万
端
竹
屋
旗
館
で
や
つ
て
呉

れ
る
し
お
菓
子
の
手
配
も
す
べ
て
公
民

館
で
し
て
呉
れ
る
と
い
う
具
合
で
す
o

ss九
，
　
1
1
1
k
H
O
円
　
竹
1
0
’
八
五

o
円

梅
一
二
t
三
五
〇
円

五
、
諸
経
費
見
積
り
（
三
十
人
分
と
し

額
要1金

　　　松4，

料理代竹6，

．　　梅7，
‘

規酎代

　　代

　髪代

　　代

　損

　雑

！
1
；
1
ミ
1

　　　

　　　

　　　

i・ooo　

1，350
　　　　　　　　　「
1・5
9
°
1

　500
　　　　　　　　　　1

　500

pa　
脇
山
　
ノ
　
川

　
式
は
町
長
代
憩
の
「
司
婚
の
辞
」
に

始
ま
り
息
子
の
「
誓
い
の
詞
」
も
厳
粛

そ
の
も
の
で
し
た
。

「高
砂
や
」
の
奏
楽
裡
に
式
は
約
十
五

分
で
す
ん
で
引
続
い
て
の
披
露
宴
も
先

づ1
列
席
者
の
紹
介

焼
酎
も
全
部
で
三
升
要
り
ま
し
た
が
五

時
に
初
ま
り
七
蒔
半
で
散
会
致
し
ま
し

た
。　
ふ
り
返
つ
て
今
度
の
式
を
検
射
し
て

繊
じ
ま
し
た
点
を
挙
げ
て
見
ま
す
と

　
1
一
切
の
事
前
準
備
が
い
ら
な
か
つ

　
　
た
自
宅
で
す
る
と
前
々
日
か
ら
準

　
　
備
が
あ
っ
て
相
当
手
伝
い
も
必
要

　
　
で
す
。
ま
し
て
当
人
の
両
方
の
家

　
　
族
の
心
の
＄
備
迄
計
算
に
入
れ
る

　
　
と
も
う
女
の
子
は
ほ
し
く
な
い
と

　
　
思
う
位
で
す
。

叉
式
の
後
片
付
け
も
一
日
ご
日
か
、
る

の
が
通
り
相
揚
で
す
が
ど
ち
ら
に
し
て

も
事
前
事
後
の
堪
備
仕
末
を
考
え
て
見

「
ま
す
と
ほ
ん
と
に
私
共
は
無
駄
な
時
閲

仙群
霧鰍
蜘
諭
富
」

砦
黙
鷺
恥
礪
獄
⑬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
事
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　　
　
　
　
　
　

i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
は
今
度
普
通
の
結
婚
式
を
し
た
つ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
計
算
し
た
金
額
か
ら
公
民
館
結
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式
を
し
て
生
み
出
し
た
二
万
円
を
今
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
彼
等
二
人
の
新
婚
生
活
に
最
も
有
効
な

郷
済
的
な
事
は
驚
く
は
か
り
で
す
。
　
一
し
か
も
生
産
的
な
面
の
資
金
と
し
て
1
1

以
上
の
様
な
点
が
特
に
痛
感
さ
れ
ま
［
人
の
将
来
の
幸
福
の
た
め
一
“
使
つ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

お
う
と
思
つ
て
い
ま
す
。

2
鍵
熟
難
蕪
羅
灘
竃
嚢
行
い
墾
長
・
山
元

「新
生
活
還
動
と
か
生
活
合
理
化
」
と

力
色
々
と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
唯
き
れ

見
カ
所
C
何
に
も
た
ら
な
い
と
思
い
ま

一

す
。
一
つ
く
手
近
に
出
来
る
合
理
的

　

な
問
題
を
勇
気
を
出
し
て
実
行
じ
て
見

婦
人
大
会
ひ
ら
く

町
婦
人
会
で
は
去
る
三
月
三
十
一
日
麓

公
会
堂
に
於
い
て
総
会
盈
開
催
し
町
役

ま
た
、
四
月
二
十
四
日
新
役
員
に
依
る

町
婦
人
天
会
を
国
催
し
た
が
参
会
者
実

い
ご
と
ば
か
り
並
べ
た
て
、
は
や
し
て
一
に
六
百
名
近
来
ま
れ
に
み
る
盛
会
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

つた
。昭
和
三
十
一
年
行
事
針
図
並
に
予
算

を
決
定
し
た
後
南
大
隅
高
校
長
染
川
先

一め
当
日
は
万
随
継
合
せ
て
参
加
さ
れ
る

一
量
哩
て
讐
ま
ず
．

二臨麩
竺
日
午
前
＋
時

　
、
講
師
　
県
社
会
教
青
課
よ
り
招
く

一　
町
胃
摺
員
改
選

　
町
胃
年
団
で
は
さ
き
に
評
議
員
会
を

開
き
昭
和
、
l
l
＋
一
年
度
新
役
員
の
選
任

を
終
り
そ
の
第
一
捗
を
ふ
み
出
し
て
い

た
が
突
然
中
村
会
長
上
京
の
た
め
辞
表

を
提
出
し
た
の
で
緊
急
評
議
員
会
を
開

き
之
が
対
策
を
協
議
し
た
。

そ
の
結
果
辞
表
を
受
理
す
る
し
と
に
決

め
後
任
役
員
を
次
の
通
り
選
任
し
た
。

　
会
長
　
福
永
清
信
　
副
会
長
　
四
元

　
儀
平
　
脇
洋
子
　
書
記
　
高
木
三
郎

　
　
　
　
　
N
　
－
　
－
　
、
ノ
　
　
～
　
ー
　
　
　
ノ
　
　
〉
〉
、
戊

※
水
稻
の
苗
代

毎
年
苗
代
田
は
一
定
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
二
、
三
年
に
一
回
は
他
に
か
え

た
方
が
よ
い
。
苗
代
田
は
地
力
の
高
い

日
当
り
の
よ
い
揚
所
を
選
ぶ
こ
と
、
山

間
の
冷
水
田
で
よ
い
苗
は
出
来
ま
せ
ん

踏
み
切
り
苗
代
が
ま
だ
多
い
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
は
ぜ
ん
ぷ
揚
床
苗
代
に
改
善

し
ま
し
ょ
う
。
い
っ
も
深
水
に
な
る
よ

う
な
苗
代
で
は
コ
ロ
ビ
苗
や
弱
い
苗
に

な
り
、
天
気
で
も
続
v
と
植
え
い
た
み
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x
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x
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x
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リ
ト
コ
ロ
コ
コ
　
コ
の
ロ
ら
ロ
や
ロ
　
コ
ら
ロ
　
ロ
　
り
も
ロ
ヘ
ハ
ら
コ
リ
ロ
や
コ
い
の

会
長
に
前

畏
二
氏
き
　
一

露臨

雛驚
舗
雛
⑪
藍
額
難
課
狸
↑
副
燗
劉
遷

擁
翰
艘
縛
離
麟
鰭
騨
雛
七
・
q
）
に
規
定
さ
れ

i
式
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
「
て
い
る
と
お
り
公
民
館
に
と
つ
て
最
高

一

又
2
番
目
の
問
題
と
し
ま
し
て

1一
2
、
経
費
が
ほ
ん
の
値
か
で
す
む
こ
と

今
度
の
結
婚
式
の
一
切
の
費
用
を
計
算

し

て
見
ま
す
と
一
万
六
千
円
で
し
か
も

一此
の
費
用
は
双
方
で
折
半
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
お
　
パ
キ
　
　
　
の
ロ

百購
議
語
彗

に
応
じ
各
種
事
業
の
企
画
実
施
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
（
大
振
占
町
公
民
館

の
諮
閤
機
関
で
あ
り
今
後
左
の
十
氏
は

直
接
公
民
館
に
い
ろ
ノ
、
と
指
導
助
言

を
与
え
て
頂
く
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
違

四
本
儀
≠
9
一
年
団
代
表
）
前
田
正
雄

（小
学
校
代
表
）
前
田
保
宍
（
官
公
暑

代表
）体

協
壇
■
長
に

　
　
劇
藤
大
申
校
長

町
体
府
鰯
会
で
は
，
四
月
二
十
五
日

5月の農作業
　　改良普及事務所
×××××××X×××XX

X
×

×
×

×

×

×

も
よ
い
）
ま
た
ウ
ス
ブ
ル
ン
千
解
液
で

の
種
子
消
毒
も
必
ず
実
行
し
ま
し
よ
う

◎
播
種
量

一
般
に
厚
播
き
に
な
り
が
ち
で
す
か
ら

坪
当
り
．
一
．
合
を
頂
度
に
、
十
五
坪
で
一

反
歩
に
は
十
分
逢
す
。
並
木
植
え
に
す

が
多
く
順
調
に
生

脅
し
ま
せ
ん
o

◎
精
選
と
消
毒

苗
の
よ
い
悪
い
は

種
子
の
よ
い
悪
い

が
大
き
く
ひ
び
き

ま
す
o
ぜ
ひ
塩
水

選
を
し
た
い
も
の

で
す

（海
辺
で
は

海
水
を
利
用
し
て

舖
鑓
簸
論
警
鍵
肇
鍾
羅
聾
】
軽
は
蓼
・
・
…
有

い
る
の
で
本
町
牡
会
敦
育
に
も
大
い
に
選
s
昭
牢
1
1
I
十
1
年
度
行
事
計
画
並
に

貫
献
し
て
い
た
“
く
こ
と
に
な
り
ま
す
一
予
算
を
室
■
し
た
が
’
四
月
三
＋
日
定

　
氏
名
及
代
褒
区
分
は
次
の
通
り
。

会
長
前
田
友
二
（
教
委
代
表
e
諏
訪
原

基
準
戸
じ
て
は
算
当
り
、
培
丈
二
質

一・
馨
、
曹
正
式
。
。
a
v
決
定
．
鑓
藷
甥
舗
鶴
い

た
。

…
－
－
－
－
－
－
－
－
－
　
－
農
家
の
皆
さ
ん
、
毎
目

　

み
：
R
つ
か
れ
様
で
す
。
ど

　
よ
と
で
裁
の
毛
暑

忽
灘
鱗
ほ

己家
注
舗
巽
想
瀦

不
在
意
が
い
ろ
い
ろ
な
事
故
を
起
す
原

目　と　い　わず
ロ　ベ　　ぽるひや　ハ　ウい　パ　ちす　びも　ロロロい　ひ　　コ　ハ　つぶ

：ぐ顕真をいた有ろう

一、
思
い
が
け
な
い
ケ

ガ
を
防
ぐ
た
め
に
、

農
具
や
ウ
マ
ヤ
具
の

取
り
付
け
、
ツ
ナ
ギ

方
な
ど
に
注
意
す
る

こ
と
。

　
　
　
　
　
〔
二
、
飼
付
け
直
後
は
激

　
　
　
　
　
　
　
し
い
遅
動
を
さ
け
る

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
。

　　
　
＼
す
．
三
、
エ
サ
に
は
＋
分
に

明

詩
聾
蕪

　
を
与
え
ま
た
水
と
食
塩
は
た
っ
ぷ
り

　
と
ら
せ
る
こ
と
。

四
、
使
つ
た
後
の
家
畜
の
汗
は
、
よ
く

　
拭
き
取
つ
て
や
る
こ
と
。

五
、
畜
舎
に
は
ネ
ワ
ラ
を
＋
分
に
敷
く

　

こ
と
。

六
、
寝
る
前
に
は
必
ず
畜
舎
を
見
廻
っ

　
て
安
否
を
た
し
か
め
異
常
が
あ
る
と

よ
つ
て
硫
安
一
〇
匁
ほ
夕
逼
肥
す
る
。

※
早
期
陸
稻

一
寸
五
分
ー
二
寸
に
伸
び
N
ら
第
一
回

の
間
引
と
補
植
を
し
ま
す
。
閥
引
は
一

一
尺
に
一
〇
1
一
五
本
く
ら
い
残
す
。

嘉
は
発
覆
二
古
目
に
や
桑
目

に
、
第
二
回
目
は
さ
ら
ゼ
ニ
十
日
v
ら

い
し
て
か
ら
行
う
、
追
肥
は
基
肥
の
量
｝

　
き

は
す
ぐ
共
済
獣
医
の
診
断
を
求
め

一　る
こ
と
’

七
、
乳
牛
で
は
，
特
に
多
忙
に
ま
ぎ
れ

　
て
乳
し
ぼ
り
の
時
間
を
遅
ら
せ
る
こ

　
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
o

ま
た
家
畜
の
異
常
は
次
の
よ
う
な
麟
柄

に
よ
つ
て
発
見
し
ま
す
t
こ
の
よ
う
な

場
合
は
異
常
が
あ
る
の
で
す
か
ら
早
く

［発
見
し
て
善
獣
医
に
診
て
も
ら
う
こ

と
で
す
。
別
状
な
い
と
思
わ
れ
て
も
必

ず
a
n
1
’
”
二
回
は
部
落
毎
に
共
済
組
合

の
家
畜
診
療
所
庄
甲
込
み
健
康
診
断
を

う
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
e

共
済
組
合
は
い
つ
で
も
申
込
み
に
応
じ

て
ご

指
導
検
査
を
い
た
し
ま
ず
。

一、
元
気
な
く
、
食
慾
も
な
く
、
ま
た

｝
零
て
v
る
。

二
、
糞
の
状
態
ー
ド
痢
し
た
り
便
泌
し

　
た
り
す
る
。

三
、
尿
の
色
が
変
り
、
赤
く
な
つ
た
り

　

する
。

四
、
牛
は
カ
ミ
カ
エ
シ
を
し
な
く
な
り

　
ま
た
鼻
が
乾
い
て
く
る
。

五
、
牛
の
左
の
ヒ
パ
ラ
が
ふ
く
れ
て
く

　
る
。

六
、
馬
で
は
後
肢
の
下
部
や
腹
下
、
牛

　
で
は
ア
ゴ
の
下
か
胸
前
k
ム
ク
ミ
が

　

で
き
る
。

七
、
欝
や
尿
で
よ
ハ
」
れ
た
ネ
ワ
ラ
や
M

　
土
を
喰
べ
た
り
体
の
毛
を
な
め
る
。

　
　
（
農
巣
共
済
組
合
尿
畜
鯵
療
所
）

　
：
・
4
－
－
－
－
－
－
；
：
　
　
都
合
に
よ
り
畜
咋
蘭

　一

志
に活
わ
ゆ
‥
座
は
今
月
は
休
載
し

ま
す
。

忘
れ
な
い
こ
と
、
苗
は
l
尺
内
外
1
o

N
＝
一
節
が
よ
い
と
い
わ
れ
る
。
農
林

二
号
、
隼
人
な
ど
は
一
尺
、
農
林
三
号

七
号
九
号
、
な
か
む
ら
さ
き
な
ど
は
七

、

八
寸
が
適
当
　
、
　
　
’

※
そ
の
他

一雨
の
多
い
時
期
に
な
り
ま
す
。
麦
は
八

、

九
割
熟
し
た
ら
早
目
に
好
天
を
み
て

を
考
え
て
、
と
く
に
加
里
肥
料
を
忘
れ
一
牧
か
く
し
ま
し
よ
う
。
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早
期
栽
培
の
田
植
え

本
町
は
じ
め
て
の
集
団
的
水
稲
早
期
裁

培
は
四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
二
日
に

か
け
て
田
植
を
お
わ
s
、
順
調
に
生
育

し
て
い
る
。
郡
円
の
一
部
で
は
苗
不
足

の
と
こ
ろ
も
あ
つ
た
が
、
本
町
で
は
そ

う
い
う
こ
ご
も
な
く
、
余
つ
た
苗
を
他

町
村
二

込
つ
た
り
し
た
。
な
お
ど
の
早

期
繊
靖
は
藷
者
の
参
加
に
よ
る
萬

竹
会
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
親

培
者
は
大
へ
ん
な
張
切
り
よ
う
で
あ
る

（写
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は
一
足
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い
田
植
風
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